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はじめに

㈱アイン（以下、同社）は、平成18年に創業し、ダイエットマシーンの卸売業を始めました。

程なく、｢高気圧酸素カプセル｣を開発、卸売業から製造業に進出しました。

１．現状の市場が縮小する前に新たな市場を模索
製造業に進出する中、ナノミスト（超微細な水の粒のこと。大きさは300～500ナノメートル（ナノメートル＝1/1,000,000ミリメートル）発生装置と出会ったのでした。当時は、この発生装置はあるもののこれを活用した製品はほとんどない状況でした。これはナノミストの存在やその特徴を知る人々と、その特徴を活かすことのできる製品とすることや、対象となる市場を見つけ出すことのできる人々が異なっていたためと考えられます。

この様な状況下、同社ではナノミストの存在を知ることで、これをシャワーという製品とすること、また、その販売対象としてエステティックサロン等を市場とすることとして、組立式の全身用ナノミストシャワー装置を開発しました。
エステティックサロンへの販売は、当初は比較的順調でしたが、同社では、この業界が成長期から成熟期に入り、需要停滞が見込まれるのではないかと将来を推測するようになっていました。
そこで、新たな販路を開拓するため展示会に出展したところ、福祉・介護関係者から、福祉・介護向けナノミスト製品への要望が寄せられたのでした。その時には、福祉・介護関連市場が、新たな市場となると確信していたわけではありませんでした。ただ、ナノミスト及びそれを使った製品の特徴を考えると、福祉・介護関連市場は、ナノミスト製品にとって最適の市場のひとつであったといえるでしょう。
具体的に、ナノミストとそれを使った製品の特徴をみると、
①300～500ナノメートルの超微粒子であり、ナノミストが繊維の間を通過するため、衣服のままナノミストバスに入っても、衣服が水に濡れることがない。そのため、衣服を着たまま、かつ車イスのまま入ることができること。
②浴槽につからないため、水圧による人体への負担が少なく、浴室と浴槽のお湯の温度差による入浴時と入浴後の体温変化が少ないため、入浴者の体の負担が小さいこと。
③基本的には、ナノミスト発生装置とそこから発生するナノミストを外に逃がさない装置があればナノミストバスとしての機能を果たすので、比較的軽量（28㎏～）であるとともに、キャスター付きで移動が容易であること。そのため、通常の入浴では必要となる介護する人の肉体的負担（浴室までの移動、浴室から浴槽内への移動等）が軽減されること。
④一般家庭で多い浴槽のサイズで約280ℓ（http://www.ari1.info/suidou/ofuro/）の水が必要であるのに比べ、ナノミストバスは、1～2ℓ程度と水の消費量が少ないことや、設置工事が不要であること等の経済的メリット。
が挙げられ、介護・福祉市場に適していることが

うかがわれます。

２．顧客の声を活かした新製品開発
まず開発されたのは、福祉・介護関係者からの要望を受けた車イスに座ったままでも入浴できるナノミストバスでした。これは、「介護労働環境向上奨励金」（旧｢介護労働者設備等導入奨励金｣）の対象にもなっています。

なお、このナノミストバスは、当初は全身（頭部まで）を覆うかたちのものでしたが、閉塞感が
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ナノミストバス（２ウェイタイプ）
ある等の顧客の声を活かし、上記写真のように、身体部分は隠され、頭部部分は透明にするとともに、開閉できるように改良しています。
介護・福祉関係者からの要望を受け、ナノミストバスを開発するうちに、先述した福祉・介護関連市場に相応しいメリットがあることは分かってはきましたが、次にどの様な製品を開発すれば良いかは、同社だけでは決定することはできませんでした。そこで、同社はナノミストバスの購入者や購入希望者等の介護・福祉関係者の声を集めることにしたのでした。
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ナノミストバス（ベッドタイプ）

その結果、次に開発することになったのが、ベッドタイプナノミストバスでした。この製品も「介護労働環境向上奨励金」の対象にもなり、販売以来、介護だけではなく重度の身体障害者の方々からも好評を博しています。
その後も介護・福祉関係者の要望を集める中、寝たきりになった人に気軽に洗髪できないか、という声を基にヘッドスパを開発しました。ここまでは入浴機能という生活に欠かせないといってもよい要望でしたが、次にあった要望は、足湯というものでした。

介護・福祉関連市場に足湯用製品という発想は、同社が顧客の声を集めることをしていなければ、生まれたかどうかは疑問符がつけられるところでしょう。この製品は、「介護労働環境向上奨励金」の対象ではなく、約130万円という高額にもかかわらず、24年1月発売以来、デイサービス事業者
を中心に販売、入荷待ちというヒット製品となっています。
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ナノミストバス（フットスパ）
おわりに

同社は、海外への展開を視野に入れており、24年4月には、デンマーク第二の都市オーフス市の福祉担当者の訪問を受け、ナノミストバス、キャビンタイプのサンプル納品が決定しました。

また、同じ24年4月にインテックス大阪で開催された『第18回高齢者・障がい者の快適な生活を提案する総合福祉展バリアフリー2012』に出展したところ、中国の大手企業からオファーがあり、同年9月には中国における販売権等についての契約調印が見込まれています。また10月にはドイツのデュセルドルフで開催される『REHACARE International 2012』にも出展し、ヨーロッパ市場の開拓を図ることとしています。
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